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研究内容： ポリマー材料及び複合材料に対する DLC コーティングによるしゅう動特性の向上 

ポリマー材料は炭素繊維やガラス繊維を含有させて炭素繊維強化プラスチック（CFRP）やガラス繊維強化プラスチッ

ク（GFRP）といった複合材料にすることで、現在はモーターサイクルや自転車の構造部品として用いられています。しか

し、ポリマー材料やポリマー系複合材料の表面は軟質であり耐熱性が低く、しゅう動部品のような機械部品に適用する

ためには摩擦熱と摩耗の問題を解決する必要があります。そこで、低摩擦係数で耐摩耗性に優れるダイヤモンドライク

カーボン（DLC）の薄膜コーティングを表面に施すことで、摩擦熱や摩耗を抑制することができます。 

 ポリマー材料のポリエーテルエーテルケトン（PEEK）と DLC コーティングを施した PEEKの表面硬さの比較を図 1に

示します。PEEKの表面硬さは 0.34GPa、DLCコーティングを施した PEEKの表面硬さは 11.39GPaであり、DLCコーティ

ングを施すことで 30 倍以上に表面硬さが増加しています。CFRP と DLC コーティングを施した CFRP のしゅう動試験後

の摩耗痕の比較を図 2 に示します。図 2(a)の CFRP では摩耗痕が白くはっきりと確認でき、さらに拡大すると炭素繊維

が粉々に砕けていることが確認できます。従って、繊維の破片によって激しい摩耗であるアブレッシブ摩耗が発生して

いることが示唆されます。一方、DLC コーティングを施した CFRP は図 2(b)に示されるようにしゅう動後もコーティングを

維持しており、高い耐摩耗性を有しています。 

このように、DLC コーティングを用いることでポリマー材料やポリマー系複合材料の機械的特性を向上させ、しゅう動

部品のような機械部品に適用できることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

図 1  PEEK と DLC コーティングを施した           図２ CFRP と DLC コーティングを施した 

            PEEKの表面硬さの比較                     CFRPの摩耗痕の比較 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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